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3)関心根治術後の呼吸不全に対し ECM0 便

用により救 命 したた完全型 ECD+PH 孤 1例
第 180回新潟循環器談話会例会

日 時 平J一成元年9月9卜l(十う

テ ーマ演題 ｢肺高血圧症｣

1)肺 高血 圧症 を伴 う Down症候群の2症例
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索敵Aを必要とする.㊨ 1嘉男半身風 胎盤41週3日,

･l! ･ . ･l ･-- l ･ ･

天性血友病を合併 して生後42日めに死亡した.剖検は

ならず,肝針生検鮒をこよるネタロブシ- (所謂)のみ.

Down症候群と HI,pel･tensi＼Ter'ulmon{･二Il-yVilSCulこIr

r_)isL,aSeについて考察して報･子牛する.

::I .∫.:汗 一二:'-:;.~ ..J:.卜･.:･-:紺,･･F '･

群で手術適応と考えられた 1例

[:･さ: ､.:十 ､ゝ ~∴ `一､ . ㌦
大鳥

心JJjltl隔欠杓症にLl二る Eisenmenger症候群で手術

適応と考えられた症例を経験したので報告する.症例は

43歳の男性で,小学校での健診で心疾患を指摘されてい

たが放陛していた_.J封なでL')体育にも普通iこ参加し,I.i_二

事にも支障左か-,たが,1'隼程前上･p)階段好降時iこ息切

れを自覚するようをこなった.審取 会社の健診で胸部Ⅹ

線および心電L;鋸二興常を指摘され 精査t.l的で当科に入

いわり)ろ EisenIllenL,i,r症候群を疑われ 心臓 -JJ:i--

テ′L検査を施行.Qp･Qs･--().tl:1､RlトーくS一一0.75.1'Att

-旦6.7単軌 肺動脈圧-80/37秤 均餌 との結果であっ

たが,手術禁忌と断定し得ず,再度心臓カテ-テル検査

施行.1OO%酸素負乱 塩酸 卜うゾ■Iン捜.Ej･iこ上州 f涌l

管抵抗の可逆性が認められ,心房中隔欠損試験閉鎖虻よ

り血行動態の悪化を認めなかったため,手術適縫ミありと

考えられた.
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1歳男児,完全型心内膜床欠損症に対し,ENDOCAI

Rl)IAL(二LTSHl(.)N PROSTHF̂SISを用いたOnepatL､h

nlL,th(-dにくよる心内略復を行在-､た.術向後よi)急惟呼

吸不全に陥 ---,]こたれ 休外循環回路を用いて7時間の

ECMO を行い救命 し得た.術後ヰ)呼吸不全が持続 し.

不整脈が特発 したたLt')管雅に難渋 しか.第27病日に呼吸

器より離脱 した,ECMO は豊をこ胎児循環適残や,先天

性横隔膜ヘルニアなどをこ併発する新生児急性呼吸不全をこ

対し周いられ また開心術後払おいてぼほとんどが循環

不全に対して]-目し.､ま､'打ている,開心術後でも可逆的な呼

吸不全と判断さかる症例においては,休外肺矧叫路[!:JH

いた ECMO は簡便かつ看周な治療手段と考えられるL

Ll)小児原発性肺高血圧症例の検討

佐藤 勇｡福島 英樹 (新潟大学か児料)

･ . (∴ ..L':十

醐 衛 鶴 野 合病院)

当村で経験 した原発性肺高血昭if-:例5例に-･.-いて検討

した.発症畔年齢は0歳2例,1歳ll札 3歳1例,13

歳1例であ吊 こ.発症時症1_畑土.心不全3帆 失神発作

lf札 学校検診1例であV.､た.仝例心昧カ:'1----テJL検査

を行い診断した.死亡例は3例経験した.且例は乳児期

尭症例で,呼吸管理下で最期をこわたり加療をつづげたが,

tub(,tr()uhleによる bmindこImこIL,e(J')ため失.･､た.3

歳発症L')1例は欠神発作は C')ntrolL得たが,頻回に

くり返す PSVTのため失った.13年経過を追えた1例

ち,進行する心不全のため教-'た.Fo助w W Catheter

及び,超音波血流検査によi).肺高血圧(･･-')進行を確認し

えた例を豊示した卓また全例のカテ-テル検査結果を皇

示した.

5)帖高rr11T王症に対するプロスタグランジン

E1LJ)薬効に/.)いて

小池 隆か 三井田 孝 塔 一驚科大 学)和根 徹

Z ･､ ト ､_～_･ ･)

原因不明の肺高血圧症患 音.l例に対して ⅠJGElによ



学 会 記 rli

る肺血管拡張の急性効果を心臓カテ-テル検査をこて評価

歳であ--､た.合併疾患として肝硬変 1例,lミanti症候群

l例,混合性結合組織病を1例に認めた.l=)GII.1捜1~･

最は.0.01.∫.Egkg.minよE口調始し.効果あるいは副作

用出現時まで増量した.〔結果〕コント-ル状態では,

肺動脈収縮期圧 69±3.8(M±SD)mmHg,肺動脈平均

圧 :1:i±2.7mmIlg.心係数 2.L11±0.2L:111in:･'n12.総肺

血管抵抗 1019±1)O2.8dynpseee111-5'で苦い･､た.PGE1

投与をこより,4例や3例で,心拍出慶の増加と肺血管抵

抗の減少を認めた.うち2例は,級肺血管抵抗/絵体血

管抵抗比の減少を伴い,より肺動脈に選択的な拡張が得

られ 肺血管抵抗の減少度も強かった. 1例では, 逆に

肺血管抵抗の増加を認めた.[まとめ]肺高血圧症患者

4例中2例において,PGElの急性血管拡張効果の有

効性が期待された.

一 般 演 題

旦)冠血管の撃鮪によると思われた急性心筋

梗塞の 1例

本間 篤 書鈴木 薫
木戸 成生 ･熊倉 責 (新潟県立新発田病院)

近年正常冠状動脈像を示す心筋梗塞の報告が増加して

おり冠血管の撃綿との関係が注目されている,最近我々

は冠血管の撃綿によると思われる急性心筋梗塞の及症例

を経験したのでここに報告する.症例は7ま歳女性で,A

浴し手もみ洗濯車に突然胸痛が出現し救急来院.心電図

変化心筋逸脱酵素の上昇より前壁の急性心筋梗塞と診軌

入院後第6病Hに前壁領域し･り.取iH丙LIには下畢領域(A:rl

心電図変化 くST 上昇)を伴う胸痛が出現.両日とも

11itroglyLlerinにより胸痛は消失.STは前に促した.

後日行った冠動脈適齢七 有意狭窄は認められなかった.

本例では,入院後の胸痛発作はいわゆる multivessels

spasm の形をとった vayianもang主naであり,心筋梗

塞の発症をこ冠血管の轡縄が関与したと考えられた.

2)閉塞性動脈硬化症かこよる完全閉塞血管に
対する経皮的血管形成術 (PTA)
小川 弘降 ･庭野 慎一

∴･十 :{∴ (.･ :.. i樋熊 紀雄

諸 久永 ･山崎 芳彦
青木英-郎 ･桜井 淑史 (間 第二外科)

閉塞性動脈硬化症による閉塞血管に対して経舶軌山管

形庶鮪 (PTA)を行い若干の治験を得たので報告する.
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r'T̂ 亡･よ症例1のi=--:)'上腕動脈 1Ocm 閉塞に対して左大

る充分な拡張をおこなったが,完全な上腕動脈の開通を

LI'人なか---た. しかし,より豊富な側副血行路を得,臨床

的改善を認めた.症例2の左総腸骨動脈 3.5cm閉塞をこ

対して左大腿動脈より逆行性に.症例3の左浅大腿動脈

2cm 閉塞に対しては左大腿動脈より順行卜日こ行い,充

分な血流を得,臨床的改善を認めた.症例11'')左総腸骨

動脈∠1cm閉塞に対 Lて左大腿動脈よ;)逆行性に行つた

那,ワイヤ-が通過 しなかった.楓 症例1と銅こおい

てウロキナ-ゼを健潤 した.慢性閉塞血管をこ対 しても

PTA は充分をこ有効な治療法と思われた.また,慢性閉

塞にても血栓形成の関与があり,血栓溶解療法併用が必

要な場合があると思われた.

3)徐放性 PGEl製剤t/り高齢心疾患患晋の

肺循環に及ぼす影響

政二 文明 書渡辺 賢一 (桑名病院循環器科)

70才以上の心疾患を有する高齢者における徐放性 絡

El製剤の肺循環と血液ガスに及ぼす影響を検討 した.

対象は各種疾患を香し,血行動態,血液ガスの状態が安

定している7例 (男性5例,女性2例,平均年齢79才)

である.PGEユ投与後,動脈圧は低下傾向にあったが,

肺動脈圧,肺血管抵抗は不変ないし増加傾向にあった.

Pa02はほとんどの症例で低下傾向にあり,最大 18.3

mmHg低下した.Pa02の改善は多くの症例で12時間

以上を要した.最大 15mmHg以上低下した群は,そ

れ以下の低下をことどまった群と比較して,投与前の肺動

心拍出亀 Pa02が低い傾向が見られた.以上より,徐

放性 PGEl製剤を心疾患を宥ずる高齢者-授与する際

には,特に心拍出量,血中酸素濃度の低い症例では血中

酸素濃度がさらに低下し遷延する可能性があり注意する

必要があるものと思われた.

4)連合弁膜症を伴一一.,た h･･1ucopolysaecharidosis
の 1手術例

加藤 秀徳 ｡高橋
大塚 英明 ･岡部
松岡 東明

春谷 垂孝 ｡坂下

政二 文朗 書和泉

正

: 上 ∴ ､. ～

勲 (同 胸部外科)

I (1.∴ .:I ､)

症例;42才,男.主訴;労作時息切れ.家族歴;血線

をこ類似症なし.現病歴;幼少時より知能の発達は正常で


